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2024（令和６）年度　大阪教区重点プロジェクトの推進状況

＜実践目標＞
〈貧困の克服に向けて～ Dāna for World Peace ～〉－子どもたちを育むために－

＜達成目標＞
持続可能な貧困支援活動の実践

＜2024年度推進計画＞
持続可能な支援システムの実施
①「お米をひと握り（一合）持ち寄り」ほッとけ米

まい

プロジェクト
②バースデーケーキプレゼント・プロジェクト

（１）実践目標達成に向けた取り組み（研修会、実践活動等）について
１．取り組み内容
〈貧困の克服に向けて～ Dāna for World Peace ～〉－子どもたちを育むために－
①「お米をひと握り（一合）持ち寄り」ほッとけ米プロジェクト
　※奨励要項　≪59ページ参照≫
　※実施組　２組
②バースデーケーキプレゼント・プロジェクト

支 援 先：児童養護施設　大阪西本願寺常照園
支 援 者：個人・グループ・寺院・教化団体・組など　48口
支援金額：１口　4,000円（誕生日ケーキ１ホール分）

２．達成度
Ａ．順調

３．達成度の理由
�　「お米をひと握り（一合）持ち寄り」ほッとけ米プロジェクトは、前期に構築したほッとけ
米プロジェクト奨励要項について、組長会、教区委員会での周知のほか、計画書にも掲載し、
各組や寺院において取り組んでいただけるよう周知を図った。
�　バースデーケーキプレゼント・プロジェクトは、専用チラシを作製し、教区内寺院や各教化
団体の役職者へ配布し、広く協力を呼び掛けた。
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（２）取り組みによる成果について
１．成果

①「お米をひと握り（一合）持ち寄り」ほッとけ米プロジェクト
　多くの方や、特に子どもたちに喜んでいただいている。
②バースデーケーキプレゼント・プロジェクト
　�　この支援は、不安要素なく継続でき、次の支援先への余力を持っている。支援先の施設か

らの報告では、多くの子どもたちが喜んでいるとのことで、目標達成成果は十分と思う。

２．達成度
Ｂ．ほぼ順調

３．達成度の理由
�　ほッとけ米プロジェクトは、各組の教化団体が主体となって、取り組まれている活動報告も
あり、広く地域に密着した活動が展開されている。
�　バースデーケーキについては、不足なく支援金が支援先に届けられたので、取り組みの達成
度としては順調といえる。

（３） 取り組みによる課題・改善策について
①「お米をひと握り（一合）持ち寄り」ほッとけ米プロジェクト
　�　各組や寺院、または複数寺院で取り組みがされ、地域における該当施設への協力ができて

いるところもあるが、「近辺に該当するような施設がない」という場合もあるため、教区が
率先して誘導する必要性も感じる。またマンネリ化にならないよう、継続して呼びかけを行っ
ていきたい。

②バースデーケーキプレゼント・プロジェクト
　�　各コストの高騰などの影響により、単価が非常に値上がりしている。合わせて、年間通し

て安定した供給で発注できる業者も限られてきている。支援者にあまり高額負担をかけない
よう、工夫が必要である。
　また、支援先の拡充に向け、引き続き検討を重ねたい。

（４）教区・特区僧侶、門信徒の参画、実践について
１．参画、実践状況

①「お米をひと握り（一合）持ち寄り」ほッとけ米プロジェクト
　　�　直接、或いは間接的に、僧侶と門信徒が協働して活動ができている。さらに参画を促すよ

う、広く周知が必要である。
②バースデーケーキプレゼント・プロジェクト
　僧侶も門信徒も、広く協力（参画）をいただいている。
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２．達成度
Ｂ．ほぼ順調


